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第２章 飯豊町の現状と取り組み 
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飯豊町の現状と推移 

１ 人口の推移   

 

 抜粋:第 9 期飯豊町介護保険事業計画 

 

《人口の推移（各年 9 月 30 日現在）》 

１ 
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 抜粋:第 9 期飯豊町介護保険事業計画 

 

 

《人口ピラミッド（令和 5 年 9 月 30 日現在）》 
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 ２ 高齢化率の状況 

 《高齢者人口の推計（各年 9 月 30 日現在）》 

《人口の推計（令和 5 年 9 月 30 日現在）》 
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２ 高齢化率の状況（地区別） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）添川地区に、特別養護老人ホーム「ひめさゆり荘」入所者のカウント含む。 

 

資料:飯豊町健康福祉課 

 

各年4月1日現在
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

総人口 896 864 848 842 818

65歳以上人口 299 307 313 316 310

高齢化率 33.4 35.5 36.9 37.5 37.9

総人口 1,598 1,569 1,550 1,524 1,502

65歳以上人口 495 495 501 506 519

高齢化率 31.0 31.5 32.3 33.2 34.6

総人口 526 510 491 488 471

65歳以上人口 220 210 210 214 216

高齢化率 41.8 41.2 42.8 43.9 45.9

総人口 1,125 1,124 1,106 1,076 1,047

65歳以上人口 360 358 359 359 349

高齢化率 32.0 31.9 32.5 33.4 33.3

総人口 209 204 202 198 198

65歳以上人口 76 74 79 80 82

高齢化率 36.4 36.3 39.1 40.4 41.4

総人口 977 960 933 912 896

65歳以上人口 446 442 445 436 447

高齢化率 45.6 46.0 47.7 47.8 49.9

総人口 539 538 516 511 490

65歳以上人口 211 210 213 207 200

高齢化率 39.1 39.0 41.3 40.5 40.8

総人口 490 468 456 452 444

65歳以上人口 199 198 197 196 198

高齢化率 40.6 42.3 43.2 43.4 44.6

総人口 310 301 287 279 273

65歳以上人口 131 128 123 129 123

高齢化率 42.3 42.5 42.9 46.2 45.1

総人口 242 238 227 217 200

65歳以上人口 149 143 134 129 124

高齢化率 61.6 60.1 59.0 59.4 62.0

総人口 6,912 6,776 6,616 6,499 6,339

65歳以上人口 2,586 2,565 2,574 2,572 2,568

高齢化率 37.4 37.9 38.9 39.6 40.5

松原

町全体

中

萩生

黒沢

椿

添川

小白川

手ノ子

高峰

中津川

地区別に高齢化率をみると、横ばいのところもあるが、全体的に増加傾向となってお

り、最も高い地区は中津川地区で 62.0％、最も低い地区は椿地区で 33.3％と格差が見ら

れています。 
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３ 世帯数の状況（地区別） 

各年 4 月 1 日現在 

区     分 令和 2 令和 3 令和 4 令和 5 令和 6 

町全体 （世帯） 2,347 2,337 2,313 2,307 2,302 

 中地区 （世帯） 274 272 266 270 265 

萩生地区 （世帯） 530 528 528 531 535 

黒沢地区 （世帯） 175 174 172 169 169 

椿地区 （世帯） 372 379 383 376 375 

松原地区 （世帯） 60 60 60 60 60 

添川地区 （世帯） 389 384 375 375 375 

小白川地区 （世帯） 159 163 161 162 165 

手ノ子地区 （世帯） 169 164 164 164 163 

高峰地区 （世帯） 108 106 103 102 100 

中津川地区 （世帯） 111 107 101 98 95 

   （注）添川地区に、特別養護老人ホーム「ひめさゆり荘」入所者のカウント含む。  

 資料:飯豊町住民課 

４ 高齢者世帯の状況 

 

 

 

各年 4 月１日現在 

区    分 令和 2 令和 3 令和 4 令和 5 

世帯数 （世帯） 2,347 2,337 2,313 2,307 

高齢者のいる世帯 
（世帯） 1,096 1,114 1,168 1,196 

（％） 46.7 47.7 50.5 51.8 

 

ひとり暮らし高齢

者世帯 
（世帯） 288 317 315 341 

高齢夫婦世帯 （世帯） 241 219 254 253 

高齢者のみで構成

される世帯 
（世帯） 567 578 599 602 

3 世代同居率 （％） 29.7 － － － 

  （注 1）高齢者夫婦世帯とは、男 65 歳、女 60 歳以上の夫婦のみ世帯をカウントする。  

  （注 2）特別養護老人ホーム「ひめさゆり荘」等入所者を除く。  

 資料:飯豊町健康福祉課 

 高齢者のいる世帯の割合は令和 4 年 4 月に全体の過半数を超えています。ひとり

暮らし高齢者は 4 年間で約 18%増え、増加率としては最も大きくなっています。 
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５ 要介護（要支援）者の状況 

 

 

 各年 4 月末日現在 

区     分 令和 2 令和 3 令和 4 令和 5 令和 6 

第１号被保険者 

要支援１ 48 38 48 38 43 

要支援２ 76 52 60 59 60 

要介護１ 79 70 68 66 78 

要介護２ 81 85 71 83 77 

要介護３ 60 65 63 63 62 

要介護４ 83 65 76 80 72 

要介護５ 48 38 35 35 46 

計 475 413 421 424 438 

第 1 号被保険者数 2,586 2,565 2,574 2,572 2,568 

認定率（％）対: 第 1 号被保険者数 18.4 16.1 16.4 16.5 17.1 

資料:飯豊町健康福祉課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 抜粋:第 9 期飯豊町介護保険事業計画  

要介護（要支援）認定者数をみると、令和 2 年 4 月現在で 475 人、その後、413 人

まで減少したが、令和 6 年 4 月現在では 438 人に増えています。 

 
《要支援・要介護認定者数、認定率の推計 

（各年 9 月 30 日現在、令和 5 年は 8 月 31 日現在）》 
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６ 出生数の状況 

 

 

 

各年 4 月 1 日～翌年 3 月末日現在 

区   分 令和 2 年度末 令和 3 年度末 令和 4 年度末 令和 5 年度末 

出生数 （人） 30 31 25 24 

 
男  性 （人） 12 19 15 14 

女  性 （人） 18 12 10 10 

 資料:飯豊町住民課 

 

 

 

 

７ 子どもの状況 

 

 

 

 

各年 5 月 1 日現在 

区分 令和 2 令和 3 令和 4 令和 5 令和 6 

保育所＋幼稚園児＋認定

こども園・児童センター 

未満児 75 66 58 59 58 

3 歳以上 141 155 139 122 99 

小学校児童数 326 305 313 309 298 

中学校生徒数 180 179 154 154 153 

   資料:飯豊町教育総務課  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5 年度の出生状況を見ると 24 人となっており月平均 2 人となっています。 

町内の保育施設等の子供の数および小学校児童、中学校生徒数は総じて減少してい

る状況です。 
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８ 障がい者の状況 

 

   

 各年 3 月末日現在 

区     分 R3 年度末 R4 年度末 R5 年度末 

身体障がい者手帳所持者 482 493 492 

 

 

 

視覚障がい 27 27 26 

聴覚・平衡機能障がい 34 36 39 

音声・言語・そしゃく機能障がい 1 2 2 

肢体不自由 266 274 268 

内部障がい 154 154 157 

療育手帳所持者 77 73 71 

 

Ａ（重度） 
18 歳以上 16 17 14 

18 歳未満 2 1 1 

Ｂ（中軽度） 
18 歳以上 49 47 49 

18 歳未満 10 8 7 

精神障がい者保健福祉手帳所持者 37 36 30 

 

１級 6 7 7 

２級 20 20 16 

３級 11 9 7 

 資料:飯豊町健康福祉課 

９ 生活保護者の状況 

 

 

 ◆被保護世帯 （単位:世帯）                各 3 月現在 

区    分 R1 年度末 R2 年度末 R3 年度末 R4 年度末 R5 年度末 

世帯数 2,347 2,337 2,313 2,307 2,302 

被保護世帯数 42 41 47 43 38 

 

 

 

高齢者世帯 29 26 28 24 22 

母子世帯 1 2 2 2 2 

障害者世帯 4 6 8 7 6 

傷病者世帯 5 4 4 3 3 

その他世帯 5 3 5 6 5 

保護率（％） 1.78 1.75 2.03 1.86 1.65 

 資料:置賜総合支庁地域保健福祉課 

障害者手帳所持者数は、身体障がい者は横ばい、療育、精神障がいについては減

少傾向となっています。 

生活保護の推移をみると、やや減少傾向となっており、令和 6 年 3 月現在で 38 世

帯となっています。 
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10 生活困窮者の状況 

 

 

 

 

各年 4 月 1 日～翌年 3 月末日現在 

区   分 令和 2 令和 3 令和 4 令和 5 

新規相談（受付件数） 24 25 23 20 

 

 

 

他制度・他機関支援へつなぎ 6 10 8 9 

情報提供のみや相談のみ 10 10 10 5 

プラン策定による支援 5 4 1 4 

その他 3 1 4 2 

資料:西置賜地域生活自立支援センター（飯豊町社会福祉協議会） 

 

 

 

 

平成 27 年度により、生活保護に至る前の生活困窮者に対し、既存の制度を組み合

わせながら自立に向けた支援を行う自立相談支援事業が開始されています。生活困

窮者自立支援制度の新規相談者数は月平均およそ 2 件となっています。 

で推移しています。 
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これまでの計画の取り組み 

第 2 次計画では、「“共に生きる”を実践し 信頼・安心・生きがいのある地域へ」を

スローガンに掲げ、住民や関係機関とともに計画の実現に取り組みました。  
 

◆第 2 次計画策定時点での主な課題   ◆第 2 次計画の取り組み・自己評価（検証） 

目

標 

基本 

方針 

強化項目 

【地域福祉活動計画】  
達成状況 

方向性 
評価 必要性 

人
づ
く
り 

福
祉
に
携
わ
る
人
を
増
や
す
・ 

支
え
る
人
を
支
え
る 

 

1 福祉・介護人材不足の解消 
 ★★★☆☆ 

（ふつう） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

内容を再検討し 

継続 

2 
地域福祉活動の担い手の育

成 

 ★★★☆☆ 
（ふつう） 

★★★★☆ 
（高 い） 

内容を再検討し 

継続 

3 福祉教育の推進と充実 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

内容を再検討し 

継続 

4 
避難困難者及び災害ボラン

ティアへの支援 

 ★★★★★ 
（十分できている） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

現状のまま 

継続 

5 介護予防の取り組みの推進 
 ★★★☆☆ 

（ふつう） 

★★★★☆ 
（高 い） 

拡大し 

継続 

6 
高齢者のこころと体の健康

増進 
 ★★★★☆ 

（できている）  
★★★★☆ 
（高 い）  

現状のまま 

継続 

仕
組
み
づ
く
り 

地
域
に
助
け
合
い
を
増
や
す
・ 

信
頼
と
満
足
を
築
く 

 

7 
地域によるアクションプラ

ンの推進 

 ★★★☆☆ 
（ふつう） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

現状のまま 

継続 

8 家族介護者への支援 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

現状のまま 

継続 

9 地域福祉を支える財源の確保 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

現状のまま 

継続 

10 
共助・公助による地域除雪の

取り組み推進 

 ★★★★☆ 
（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

拡大し 

継続 

11 
単身高齢者等を対象とした支

援の拡充 

 ★★★★☆ 
（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

現状のまま 

継続 

12 
高 齢 者 等 に お け る 適 切 な

「住」の確保 

 ★★★★☆ 
（できている） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

内容を再検討し 

継続 

環
境
づ
く
り 

魅
力
的
な
福
祉
を
つ
く
る
・ 

安
心
で
き
る
く
ら
し
を
追
求
す
る 

 

13 総合的な相談支援体制の充実 
 ★★★★★ 

（十分できている） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

現状のまま 

継続 

14 
成年後見ニーズへの適切な

対応 

 ★★★★☆ 
（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

拡大し 

継続 

15 
認知症予防の強化及び早期発

見 

 ★★★☆☆ 
（ふつう） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

拡大し 

継続 

16 生活困窮者への早期介入 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★★☆ 
（高 い） 

内容を再検討し 

継続 

17 
障がいのある方にとって暮ら

しやすい環境づくりの推進 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

現状のまま 

継続 

18 
交通弱者等に対する「移動支

援」の充実 

 ★★★★★ 
（ 十 分 で き て い る ） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

拡大し 

継続 

関
係
づ
く
り 

不
安
や
困
難
を
予
防
す
る･

 

し
あ
わ
せ
を
繋
ぐ 

19 
地域での孤立を見逃さない仕

組み作り 

 ★★★★★ 
（ 十 分 で き て い る ） 

★★★★★ 
（非常に高い） 

拡大し 

継続 

20 虐待の防止と支援体制の確立 
 ★★★★☆ 

（できている） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

現状のまま 

継続 

21 
こども・子育て家庭への福祉

的支援の展開 

 ★★☆☆☆ 
（できていない） 

★★★★☆ 
（高 い） 

内容を再検討し 

継続 

22 
消費者被害の防止・事故防止

の強化 

 ★★★☆☆ 
（ふつう） 

★★★☆☆ 
（ふつう） 

内容を再検討し 

継続 

２ 
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ポスター・リーフレットの

作製により介護や福祉の魅

力を地域に発信される 

【令和 3年度】 
 

画像１ 

家族介護教室への参加が増えており

在宅介護への理解と介護者への支援

が行き届いている【令和 4年度～】 
 

画像５ 

災害ボランティアセンターの設置運営に

関する協定が町・社協・JCで締結 

【令和 5年 8月】 
 

画像３ 

画像２ 

地元の若い世代等をターゲットとしたブル

ーペインイベントが定着している 

【令和 5年度～】 

老人クラブ連合会の会員加入促進策が成

功し会員増の表彰を受ける 

【令和 6年 9月】 
 

画像４ 

全町で行ってきた単身高齢者会食サ

ービスを公民館単位で開催し参加者

増加【令和 5年度～】 
 

画像６ 

令和 2年度から様々な地域福祉の取り組みが進められました。 



 

25 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほほえみカーの添乗員付き運行はボランテ

ィア活動の新しい形として注目される 

【令和 5年 10月～】 

画像９ 

新たな居場所づくりの取り組みがフリー

スペースをエールでスタートしている 

【令和 4年度～】 

画像 10 

新たに「ライフステージサポート委員

会」を社協が主宰し定期的に開催 

【令和 3年度～】 

画像７ 画像８ 

コロナの影響で休止していた「ケアハウ

スめざみの里」認知症カフェが再開 

【令和 6年度～】 
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新しい計画策定に向けた課題整理 
  

第 2次飯豊町地域福祉計画・地域福祉活動計画では、主に「22の強化項目」の解決に向け

て取り組みを進めてきました。この強化項目の達成状況について、「評価」と「必要性」に分

けて評価し、あわせて今後の取り組みの方向性について評価しました。 

 

【調査結果】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

【総合評価】 

第 2次計画の強化項目の達成評価としては、22項目中「十分できている」が 3項目（14％）、「で

きている」が 12項目（55％）、「ふつう」が 6項目（27％）、「できていない」が 1項目となってい

ます。 

 

主な取り組み実績としては、「飯豊町社会福祉法人連絡会」が設立し、地域における公益的な取

組みの推進が図られていることのほか、令和 4年度に「飯豊町地域安全克雪方針策定検討委員会」

を組織し、飯豊町が行う克雪対策はこうあるべきという方針づくりが行われたことが地域福祉分

野では大きな前進です。また、社会福祉協議会による「福祉総合相談窓口」の設置を通じて相談

体制の充実が図られ、複合的な生活課題への具体的な対応策を検討する「ライフステージサポー

ト委員会」が機能していることは、これから多機関連携による取り組みを推進していく上でも強

みになるものです。 

 

３ 
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概ね計画通りと言いたいところですが、計画がスタートした令和 2 年 4 月に新型コロナウイル

スの感染拡大に伴い緊急事態宣言が出されるなど“人が集まること”が制限される中で、密閉・

密集・密接の「三密」を避けながらの事業推進に苦慮してきたことはいうまでもありません。唯

一、マイナス評価だった「こども・子育て家庭への福祉的支援の展開」等については、子ども食

堂や居場所づくりの部分で、コロナにより取り組み内容を強く打ち出せないまま経過してきたと

いえます。次の計画の中では実現できるように強く位置づけたいと考えています。 

 

また、強化項目の今後の取り組みの方向性については、22項目中「拡大し継続」が 6項目（27％）、

「現状のまま継続」が 9 項目（41％）、内容を検討し再継続が 7 項目（32％）、廃止又は縮小する

項目はゼロとなっています。 

 

第 3 次計画で定める基本理念や目標等は、施策の一貫性及び継続性の観点から、第 2 次計画の

ものを踏襲しつつ、関係法令により新たに町や社会福祉協議会に課せられた役割や、地域の現状、

現時点でのニーズ数量、将来予測を踏まえながら、地域の中で支援を必要としている人を地域です

くい上げ、そして必要な資源につないでいけるよう全編にわたり必要な見直し（更新）作業を作

業部会が中心となって行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


